
陸劇需産卵群マダラについて

小田切譲二・高坂祐樹

はじめに

日悼度に続き陸奥湾産抑群マダラの稚魚の移動と資源の変動について調査したのでここに報告する。陸奥湾から

津軽海峡を抜けて北とする稚魚の移軍側兄の全てを解明できていなし冶しかし、本県大陸相臓からお艇の大陸棚に

新子する可能|甥清いと思われた知見のいくつかカミ明らかになりつつある。この調査を通じて陸府寄顧問手の稚魚期

の移動生態とともに、陸期湾内の稚仔生育量と移動や、幼魚期の生育場及び生育量、就魚の回帰等について、相互の

関車を明らかにし、この調査で得られ故現をもとに、陸奥湾産卵群マダラの増殖キ資源管理策確立のための一助と

するものである。

なお、本調査は国の補助事業「マダラ基礎調査Jの一環として実施されたものである。

材料と方法

マダラ稚魚調査倍増脇情溜執ぷ

2∞0年6"'8月に佐井・犬I:IH:地区の水深1∞~京肋n海域で、青鵬丸のオッタートロールによる試験樹甫を実施した

(図1調盈毎拭剥操業結果)。なお、青鵬丸のオソートロール曳網時の柑網間隔は、取付けたスキヤンマ}漁網

瞥見装置~必Oのデータから、曳網中に10"'12mの範囲で変動しており、平均で、は11mであった。網口の高さは平

均で2mであった

東口観測線

観測点 北緯 東経 水源m)

St1 41鹿 7分 141度19分 1∞ 
St2 41度'27分 141度18分 150 
S日 41度目3分 141度14分 250 
St4 41度:31分 141度12分 320 
St5 41度:35分 141駒 7分 2∞ 
St6 41度35分 141嵐)6分 130 
St7 41度:39分 141劇 2分 1∞ 

圃 1 圃車商圏圃
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0才魚混獲魚調査(コウナゴ定置網

海峡地区の三厩・今昔日・脇野沢・佐井地区のコウナゴ定置網のなかから標本船を選定し、マダラ手簡の混獲標本の

採取を依頼した。

未成魚・成魚分布調査(青鵬丸・開濁L)

割削年4........ 翌年3 月に実植したが、 4........11 月は青鵬丸、 12 月と 2月嶋監慰~ 3月は青鵬丸により実施した。

マダラ漁獲状況調査

1.佐耕す・脇野沢村

1鉛1年から1999年までの19ヶ年の持獲量を、 11月~翌年5月まで漁期毎に集計した(表制、 2・2)。

2.釧路市場

釧路前沖で操業し水揚げされた1992年から2000年までのマダラの銘棚I休揚量データを入手できた。得られた日

531.比揚げデータを月53IJ~こ集計したうえ、銘柄 (1箱15kgの入尾義的ごとに尾議換算した(表4-1--4-3)。

市場水揚げ漁の年欄成

1.釧路市場

1)銘柄B嚇捜尾数

これまでに得られた生物測定都十から、釧路市場水揚量を鍋冊目に尾数換算した。

なお、銘柄小とPについては、魚体測定の結果をもとに、 1箱のλ..tt尾数をそれぞれ19尾、 31尾として換算した。

2)発生年欄!比働理教

魚体測定用に購入した2ヶ年分のマダ、ラ耳石デ、ータから、月531強制爾i舟輸を1--5月と9........12月、 2つの期部こ剣ナて

集計した。それ研もの期間の平均直をもって銘柄別の年齢組成として、銘柄B鳴犠尾数を年齢耳鳴獲建数に変換して

錯十したさらに、これらのデL タを発生年級別に集計した。しかし、 19鈎年生れの1才魚やそれJス前に漁獲された

尾数浩司館十できないこと、あるいは、 1鈎9年生れの2才魚以上などは漁獲年齢に至っていないこと、などによる表の

空欄は、得られたデータの平均直を代入した(表3)。

結果

1.0才魚の採取結果

佐井では伊戸手間櫛月上旬からオッタートロール網で採捕されるようになり、最初に採捕されたの尚月7日、最も

浅いSt7(水拠お，m)であった。水深1船mと18但にある沖の定点 (8凶，10)では全く採捕されなかった翌8日は大

畑沖の水漏印加と150mの定長 (8師団)で樹脅されたが、水沼町加の定長(鎚と4)では採捕されなかった。入

網が見られた地長の、 10分1曳網当りのO才魚の入網数は、佐井が:23尾、允柵がそれぞれ1尾、 2尾と、允畑でλ網す

る数カ:iljrないのは伊舟司司換わ現象であった。

2週間後の6月19--20日の調査では犬畑沖の4ヶ所の定長では、全く入網しなかった。一方、佐刻中では全ての定

点で入網し、陸側の定長 (St7)では最高300尾痩網が入網しむその他の怠長でも、それぞれ100尾、 68尾とス車両

した。さらに3週間後の調査となった7月11日には平均で80尾以下に減少した。今年や昨年までの結果では、マダ

ラ0才魚が津軽海峡を遍歯するピークは6月中~下旬にあると推察されえ(図)。

2.0才魚混獲魚調査

耐手に続き陸知膏・下北地区の脇野沢及び佐井・対醐区からのO才魚の混繍育報は全く得られなかった。昨年間
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様、海峡西口の津軽地区今引から、マダ、ラO才魚の樹蔓情報があり標本が得られた。しかし、樹齢れtdi:.数は、昨

年よりさらに少ない3尾のみの樹甫であった。 5月釘日採捕された稚魚の全長はそれぞれA1，44，4!伽mであり、昨年の採

捕されたサイズ(平均45叫とほとんどかわらなかった。 1鈎7年に三厩由区で採捕された稚魚と同様、津軽地区で

混獲されるマダ、ラ稚魚の大きさは伊降三変りがなく、オッタートローノレで採取された稚魚と比べると、ややj型のサイ

ズの稚魚が採捕される傾向鴇われた。

3.未成魚・成魚の分宥調査

11月から佐井地区で試験採捕を開始したが、マダ、ラは未成魚・成魚ともに入網しなかった。一方、犬畑沖では12

月中旬に水諒却'3"'337mの4点において、合計"51尾 (30"'86cm)が入網した。生殖腺の状態からは、抱卵や放精し

たような成魚個体はみられず、今後、成熟するとともに産卵や放精に至るとみられる個体のみであった。なお、入網

が見られたのは昨年同様、 ~11錨側の対醐桝面、ヰ悌41度30分以北哨域であった。

生マダラ漁獲状況調査

1)佐損ヰ寸・脇野沢村

表2・1、2・2に示した1981年から1鈎9年までの漁獲量をみると、初年代の中頃から漁獲洲申び、高水準は10年ほど

続いたことがわかる。しかし、近年出極めて倒錯にあり、脇野沢では最高時の1%と極端な不漁に陥っていた。

佐井柑では脇野沢同様の傾向にあるが、近年は低水準ながら最高時の7%にとどまっていた。漁勝つ盛期尚丘年で

は12月から2月に移っていることも特徴となっており、早期来遊群が極端に減少したため、後期来遊群伽字に変化し

ていた。

2)釧路市場

1992年から2∞0年までの9ヶ年の甜|路前洲魚場で、の機船底曳網による漁獲量を表会1に示した。

これによると、神獲の最高は 1992年と 1鈎6年で、 2千6百トン台である。蔚自立 1鈎4年の 1，597トンて 9

ヶ年を平均すると 2，095トンであった。

5.市場水揚ア漁の年織目成

1) 釧路市場

¢棚l勝獲尾数

釧路市場のマダラ水揚量を銘棚リに尾数換算した結果を表'4-3に示した。マダラ水揚ず尾数は103"'149万尾、平

均では123万尾となった。最高は1992年と1鈎6年の149万尾であった。

また、各年を通して多し@糊は「小 (19尾入)J flO尾入J f8尾入れJであるが、 19路年には flO尾入Jが56

万尾を、 1996年には f8尾入」が45方尾を超え、さらに、 1998年には「小」が40万尾近くに達し、 1992年以来最大

の水揚子尾数となってし九

②発生年級gr.勝獲尾数

①て対尋られた銘棚梶教と銘棚I岸令組成のデータ(昨年度報告)から発生年繍休揚尾款を算定した(表3、図

3)。なお、表中には1鈎O年以前に1才魚以上で漁獲されたデータと、漁獲年齢に満たないため実数として得られて

いなし、ため、空欄となってしも箇所については平均値を使用した。

表3からは、 1才から漁獲対象となっていることがわかる。しかし、 1才魚は成長の早いもののみが漁獲され、完全

に漁獲対象となるのは2才魚になってからであっむ 2才魚は平均すると年に53万尾が水揚げされていた。次し、で多

いのが3才魚で平均すると40万尾に達していた。従って、 2才魚と3才魚とで、全体の8割近くに達していたことにな

る。
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なお、マダラ発生年級の多かった年は19鈎年と1993年の2ヶ年であり、その動対3よそ140万尾であった。反対に

少なかった年比 1鈎1年と1鈎5年の2ヶ年で、その数は1∞万尾を切ってし、た。

考察

1.津軽海峡内のマダラ手簡採集尾数

採集に用いた漁具志 l鈎7年と l鈎8年はぜームトロール(ビーム長5m)、l卿年はオッタートローノレ慎網中

の網幅 11m)であった。漁具が異なっているので、採集された稚魚数をもって年変動を正確に比較できないが、漁

具の大きさから換算したうえで、 4ヶ年の採集尾数例朗参を図2に示した。

4ヶ年に共通するのl弘津軽淘峡東口の佐財討中lこマダラ稚魚が分布するのは 6月下旬に集中すること。およそ

2旬ないしは半月間隔の極めて勧湖聞に集中しているらしいことカ湯われた。 6月初旬から 9月上旬ま切織の分

布が認められたが、 6月下旬以外には採集尾釦沙なくなることから、津軽海峡を移動するスピードは早いと推測さ

れ九大関崎を挟む佐井と允畑海域(直線距離で間隔印回)とで採集されたマダラ稚魚の大きさには、有意な差が

認められなかったこと仕検定、 1%の危険本 l抑制からも、マダラ稚魚泊滑臓を移動する時の速さ縄尉オ成。

マダラ稚魚にとって陸奥湾口から大間崎、海峡東口に至る津軽海胸ま、太平洋海域に到達するための経路に過ぎ

ないのかも知れな川従って、津軽海峡内にマダラ稚魚を保護するための保護育成礁などを設置し、マダラ稚魚を海

峡内に止める必要性は低いものと判断せざるを得な川

2.津軽海腕面画時のマダラ稚魚の大きさ

1滞陣容餌峡地区の佐井及び剤耐取水深1∞-2VQmで、 19釘--2(削年4サ月同線されたマダラ 0才魚の全長は

45-95皿であった。また、 6月下旬に津軽海峡を移動する主群のマダ邦検の大きさが、全長6咽台を主体として

いることは4ヶ年に共通していた。

一方、沿岸のコウナゴ定置網や桁網で採集したマダラ稚魚は全長4-5∞台であり、 1似回以深でトロール網によ

って採取されるものと比べ常に魚偶者j、さ川

このことから、沖合域を移動する主群の体長に達しない4也魚は、より沿岸域で錦、凶つ北上しな

がら成長を続けると考えられむ

他方、佐井と大畑とで採集されたマダラ稚魚の大きさ採集尾数の比較から、津軽海峡を移動する稚魚の主群の一

部均五佐井から犬畑へ短時間に移動する年と、やや大型群のみが時間を経て犬摘に巨腔する年との二つのパターンのあ

ることが示唆されることについては日開賜告した

2)0才魚混獲魚調査

陸賄膏内でのマダ、ラ親魚の漁獲が1飢氾トン台を推移し、漁獲のピーク時を迎えていた19ω年千切理翼、脇野沢地区

のイワシの定置網などには大量コマダラ稚魚が混獲されたという。しかし、近年親魚の来遊量が動Pするとともに、

陸奥湾内や下北地区の定置網には、マダラ稚魚が混獲することはほとんどなくなってしまった。本調査が始った

1鈎マ年以降では、わずかに津軽半島地区の今別や三厩の定置網に、サケ稚魚とともにマダラ手闘が混獲される程度

である。

京削年5月下旬今芳IJの定置網にマダラ手位制~尾混獲されたにすぎな川稚魚の大きさも、これまでと同榔咽台で

ある。津軽淘腕わ沿岸域には北上移動するサイズlこ遣する前の段階併換が分布するが、北上群の稚魚の大きさと比
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べると1"'2cmE刻、さく、その動事極めて少ないと考えられた。

3.未成魚・成魚の分宥と移動

11月から津軽海峡内でオッタートローノレlこよる調鯵綿を開始したが、対耐水深1∞"'21町胞においては、マダ

ラの入網は全くみられなかった。翌2月に対田沖水源塩抱"'~mで未成魚及び成財宝入網した。この海域に回遊し

てきたマダラは成魚はさらに南下を続ける麗障と考えられるものの、同時に未成魚も来遊していることi土、この

海域ハの来遊を促す環境の変化、道東海域から襟島崎をかわして流入する親潮の揖酌とその消長等が、その要因のー

っとして考えられる。これら親潮流勢の有限勤に伴い、刺|系サケの来逝掛道南及び酬沿岸に来遊することが知

られている。従って、寒淵生のマダラがこれら海洋の脅陵望的に伴なって移動分布する可能出土充分考えられるとこ

ろである。

海峡東口を横断するように海洋観調!線を設け、 10月から2月までに得られた各点伺吋伽，11倒凪15伽;lJ..肋n，3創油、

各層の水温と塩分値を月毎にプロットした(図4)。これによると海峡東口には、別邸℃以下で塩錦3.7'抑必下の

親漸系水とみなせる箇芳静10月に1点のみ存在している。その他の箇所では津輯麗水と考えられる高い水温、高い

揖鴻度水が出現して力丸

一方、 12月になるとすべての地長と測点で、密封面詰3勾関以上を示しているので、これらはすべて津軽暖水に

覆われている状態にあった。

12月に見られた塩分の個Eが狭くて高し、傾向は、 2月には一層顕著になって現れていた。 2月に著しく水温泊可底下

したのは、この時期の気畠の低下が影響したこと、また、表層と底層との晶冒涜企期に入ったため、各層の混合が進

んだことを示していた。

これまで記述したように、今回の観調備果では、当初予想していたような親潮系水の流入とそれに伴う塩分濃度

の低下現象がみられなかった。このことは、 2000年の特徴を示しているだけで、 2000年を特異的な年と考えた方が

良いの仇あるいは、マダラの来週初~U腕年及U盟問年同様不棒、に紐晶したことから、不漁年に共通する海岸肉兄

であったものなのれこの問題こついては、さらに観測を繍ナて検討を重ねていきた川

一方、海峡内を横断してA以jpにより実視庁る流量調査が進展し、津鞠震流の諦携を表す持練として実視!断唾や

日本海と海峡との水位差等、有力なデータがそろい?つある。陸奥湾へのマダラの来遊の遅れや不漁原因について、

これら海況のデータで説明できるのかどうか、今後さらに撫すしていきた川
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14)小田切譲二・高坂祐樹 (2∞1)海域侍性総合利用技術関野調査(まだら)、青森県水産誤験場事業報告平成11年

度、 65---78.
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表1-1 オッタートロール操業結果(佐井)

操業年月日 4/18/00 4/18/00 4/18/00 6/7/00 6/7/∞ 6/7/00 6/20/00 6/20/00 6120/00 7/11/00 7/11100 7111/00 8/22/00 9/4/00 9/4/00 9/4/00 11/10/00 11パ0/∞11パ0/00
調査地点 St7 St9 Stl0 St7 St9 Stl0 St7 St9 St10 St7 St9 Stl0 Stl0 St7 St9 Stl0 St7 St9 Stl0 
水深m 138 166 186 138 168 184 135 166 182 138 166 182 182 135 166 182 136 165 182 

水温表膚 8.9 9.3 9.3 13.0 12.7 12.4 15.5 15.3 15.4 22.9 22.6 23.9 24.0 16.6 16.5 16.4 
1ωm 8.7 8.6 8.7 11.3 11.3 10.6 10.7 10.8 10.8 15.0 15.4 16.0 16.6 12.5 11.9 10.8 
底層 8.2 6.9 7.0 10.1 10.1 10.0 10.3 10.2 10.3 12.5 14.0 14.0 14.2 8.4 8.1 7.5 

曳網開始時刻 14:10 13:08 12:02 13:53 12:48 11:20 7:∞ 8:00 9:05 12:55 11:50 10:50 12:08 15:45 14:30 13:20 10:15 11:20 12:40 
曳網終了時刻 14:20 13:18 12:12 14:03 12:58 11:30 7:10 8:10 9:15 13:05 12:00 11:∞ 12:18 15:55 14:40 13:30 10:25 11:30 12:50 
曳網時間 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

曳網開始北線 41.18.6 41.18.5 41.18.8 41.18.46 41.18.91 41.18.80 41.18.48 41.18.77 41.19.22 41.18.63 41.18.59 41.18.99 41.18.53 41.18.30 41.17.98 41.18.45 41.18.38 41.18.86 41.18.21 
東経 140.44.5 140.42.4' 140.39.6 140，44.36 140.42.62 140.39.58 140.44.44 140.42.54 140.39.95 140.44.47 140.42.46 140.39，75 140.39.28 140.44.35 140.41.98 140.39.18 140.44.32 140.42，62 140，38.91 

マダラ 0才 。 。 。 23 。 。約3∞尾約1∞尾 68 124 112 。 。 。 。 。 。 。
マダラ 1才~ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
スケトウ 0才 。 。 。 。 。 。約150尾約50尾 30 379 192 。 121 。 。 。 。 。

スケトウ 1才~ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

表1・2オッタートロール操業結果(大畑)

操業年月日 4/19/∞4/19/∞4/19/凹 4/19/00 6/8/∞ 6/8/∞ 6/8/ω 6/8/∞ 6/19/00 6/19/∞6/19/00 6/19/00 9/5/∞ 9/5/00 9/5/00 12/13/00 12/13/∞12/13/00 12パ4/00
開査地点 St3 St4 St5 St6 St3 St4 St5 St6 St3 St4 St5 St6 St4 St5 St6 St-R SトX St-Q St-X 
水深m 202 202 146 98 202 204 152 108 206 204 150 108 205 146 105 293 337 316 295 

水温表層 9.4 9，1 9.2 9.2 11.9 11.6 11.5 11.5 12.4 12.7 12.4 12.8 22.7 24.1 23.7 11.2 11.3 11.2 10，8 
1∞m 8.8 8.8 8.8 8.7 10，3 10.4 10.2 9.9 10.2 10.6 10.3 10.2 14.2 14.3 13.7 11.2 10.7 11.3 10.5 
底層 8.7 8.7 8.7 8.7 9.9 9.9 10.0 9.9 9，6 9.7 10.0 10.2 12.6 12.8 13.7 7.2 8.8 7.7 4.5 

c;， 曳網開始時刻 12:44 9:08 10:24 11:23 12:12 8:37 9:46 10:48 10:30 9:40 8:36 7:37 9・25 8:23 10:28 10:45 12:52 15・20 7:25 
c;， 

曳網終了時刻 12:54 9:18 10:34 11:33 12:22 8:47 9:56 10:58 10:40 9:50 8:46 7:47 9:35 8:33 10:38 11:30 13:25 15:50 8:00 
曳網時間 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 45 33 30 35 

曳網開始北緯 41.28.0 41.28.9 41.28.6 41.28.1 41.28，05 41.29.00 41.28.68 41.28.28 41.28.凹 41.28.94 41.28，61 41.28.26 41.29.34 41，29，02 41.28.42 41.34.2 41，31.7 41.31.1 N41，33.7 
東経 141.16，5 141.10.8 141.10.4 141.11，2 141.16.36 141.1081 141.10.46 141.10.85 141.16.52 141.11.06 141.10.74 141.11.06 141.09.59 141.09.42 141.10.27 141.19，2 141.14.2 141.14.6 E141.18.0 

マダラ 0才 。 。 。 。 。 。 1 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
マダラ 1才~ 1 。 7 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 8 8 8 27 
スケトウ 0才 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

スケトウ 1才~ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 34 11 。 112 

表1-3オッタートロール操業結果(大畑)
操業年月日 2/7/01 2/8/01 2/8/01 2/11/01 2/13/01 2/15/01 2/15/01 
鯛査地点 St-N St-S St-T St-O St-X St-Q St-R 
水深m 104 181 150 158 295 159 339 

水温表層 7.4 8，4 8.3 8.1 2.9 7，5 6，4 
1∞m 8.6 8，5 8，3 5，1 8.0 7.3 
底層 7.4 8.5 8.5 8.3 5.6 8，0 7，6 

曳網開始時刻 14・00 10:15 11:55 9:00 12・26 8:53 11:13 
曳網終了時刻 14:30 10:45 12・35 9:37 13:09 9:25 11:50 

曳網時間 30 30 40 37 43 32 37 
曳網開始北緯 N41.26，9 N41.21.5 N41.19.7 N41.27，4 N41.34.2 N41，27.3 N41.31.7 

東経 E141.19.1 E140.44.5 E140.45.0 E141.17.2 E141.19.3 E141.17.4 E141.14.0 
マダラ 0才 。 。 。 。 。 。 。

マダラ 1才~ 。 。 。 。 6 。 。
スケトウ 0才 。 。 。 。 。 。 。

スケトウ 1才~ 。 。 。 。 。 。 。
3-11月は育周丸、 12-2月は開運丸のオッタートロールによる鼠験操業



表2・1 佐宅宮芝2得票持移{漁噌 aE 品目 rn 者十
kz 

2E 
1981 38，，374 65，037 10，070 2，330 39 115，850 

1982 16，236 50.406 5，832 1，625 10 74，109 

1983 25，440 53，190 4.423 1，351 132 6 84，542 
1984 3 21，135 52，268 9，845 1，911 13 85，175 
1985 3 23，804 129，520 11，080 921 70 165，398 
1986 13 102，967 72，091 18.426 1，711 31 195，239 
1987 6 235，915 80，554 29，969 3，230 44 349，718 
1988 199 359，995 219，523 39，580 3，171 108 622，576 
1989 40 257，730 277，317 39，914 6，567 214 581.782 
1990 52 280，n3 249，054 24，550 6，014 167 560，610 
1991 167 145，145 132，553 15，969 2，161 52 296，047 
1992 350 153，100 54，250 4，800 850 30 213，380 
1993 167 118，840 95，000 4，530 1，680 220，217 
1994 20 36，900 53，540 9，126 1，050 100，636 
1995 155，740 43，387 16，243 906 19 216，295 
1996 4，093 13，344 24，908 1，744 48 44，137 
1997 1之887 40，937 27，407 2，026 83，257 
1998 16，328 28，054 39，034 1，359 84，n5 
1999 3.465 11.119 28.637 1，092 44.313 

平均 93 105.730 90.587 19.176 2.195 70 6 217，792 

表2・2
時評マ包帯喜界推移i宅平山

註
国

2E aE ll3 rn 
1981 87，899 88，869 3.547 214 180，529 
1982 30，641 140，764 9，512 570 181.487 
1983 168，798 299，182 1，926 1，341 471，247 
1984 9 215，764 222.253 20，808 91 458，925 
1985 318，117 607，257 21，535 225 947，134 
1986 872，383 260，179 14，085 55 1，146，702 
1987 998，153 219，106 13，975 327 1，231，561 
1988 26 474，583 238.087 6，316 80 719，092 
1989 846，638 416，994 23，559 305 1，287.496 
1990 97 529，172 390.495 29，844 971 171 950，750 
1991 129 401，250 208，087 2.424 271 612，161 
1992 29 125，n2 24，763 394 28 18 151，004 
1993 32 120，812 39，642 1，665 129 108 162，388 
1994 8 34，390 53，171 2.441 117 11 23 90，161 
1995 44，882 13，799 3，282 176 9 62，148 
1996 5 4，548 5，687 4，894 411 38 8 15，591 
1997 7，372 28，911 6，126 364 42，n3 
1998 20，126 43，036 9，685 212 73，059 
1999 3.537 3.612 8，690 99 15.938 

平均 42 279.202 173，889 9.721 315 59 16 463.166 

一蓋塁牛3隼
マ芝2コ呈ヲ主-主~宰f盤Fo 謹尾盤zrial|路市;線場復、aB産寺年雪量齢網j

(尾)

~ 自才 27 
1984年 116，621 532.034 400.582 149.951 14，535 2.976 109 
1985年 116，621 532，034 400，582 149，951 14，535 2，976 t09' 
1986年 116.621 532.034 400，582 149.951 14.535 2~939 114 
1987年 116，621 532，034 400，582 149，951 1:7，572 3;3日; 106 
1988年 116，621 532，034 400，582 199蛇6851 19;19& 2:668 98 
1989年 116，621 532.034 

25樹46ヲ45Ai.S92路事815 
185;229 t1，737 2;257" 92: 

1990年 116，621 643;66!:Y 
T4g3E正V864197ト

9占135叫 3;098 80 
1991 年年 7778よ，3O598EEi- 4301727 16;094 3;700 lNi 
1992 

55e@g18g1パ-51389880 2 
455.90.9' 206;170: 20:773 4;020 138' 

1993年
~SZ議Eraiszgfets: 580，234: 

111138448i5253227E5 E 了

14，416. 
SI.，34制00F? 

126 
1994年

333?31 •• 53510e 心 14;444lt 109 
1995年 75;21邸 389';06" 7;442 2.976 109 
1996年 182.819' 

455S78426.i4389817 3 6 
396;518 83~924 14，535 2.976 109 

1997年
21IZ23sE8E2t-a31g48維55 、(

245;447 149.951 14.535 2.976 109 
1998年 400.582 149.951 14.535 2.976 109 
1999年 532.034 400.582 149.951 14.535 2.976 106 

116.621 532.034 400.58 149.951 14.535 976 109 
;玉: ¥ j内U 、 』 り， ロ

年のデータの平均値を代入した推計値。
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蕗 柄

~ 
263 
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66 
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マダラ水揚量(釧路市場)

2入 3入 4入
5 38 123 312 
5 33 99 249 

5 23 79 135 

5 25 79 107 
5 36 89 207 
4 33 105 297 

6 35 114 155 
7 35 118 184 
629  98 169 

釧路魚市場資料、銘柄は1箱15kgの入尾数

1入

表4・1

年

19夜手
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年
1998年
1999年
2000年

皇隼:$o数
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8入
38，285 

22，524 
17，657 
34，485 
56，374 

20，182 
23，196 
42，183 

19，808 

6入
30，223 

22，578 
11，456 
9，328 

30，411 
25，541 

8，107 
16，714 
11，817 

蕗 柄
5入
17，506 

17，861 

6，466 
4，380 

14，354 

17，571 
4，433 
9，699 

7，957 

4入
20，804 

16，607 

8，980 
7，127 

13，808 

19，780 

10，313 
12，278 

11，254 

3入
8，187 

6，598 

5，271 
5，295 
5，900 

7，029 

7，613 
7，844 

6，540 

表4-2 マダラ水揚箱数(釧路市場)

年

19夏草
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年

1998年
1999年
2000年

2入
2，544 

2，197 

1.512 
1，693 
2，429 
2，183 

2，338 
2，365 
1，917 

1入
355 

366 

366 
325 
312 

267 

378 

463 
389 

皇隼:J喜数
百十

表4-3マダラ水揚尾数(釧路市場)

年
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8入
306，280 

180，192 
141，256 
275，880 

450，992 
161，456 
185，568 
337，464 
158，464 

6入
181，338 
135，468 
68，736 
55，968 

182;466 
153，246 

48，642 

100，284 
70，902 

蕗 柄
1入 2入 3入 4入 5入

355 5，088 24，561 83，216 87，530 
366 4，394 19，794 66，428 89，305 
366 3，024 15，813 35，920 32，330 

325 3，386 15，885 28，508 21，900 

312 4，858 17，700 55，232 71，770 
267 4，366 21，087 79，120 87，855 

378 4，676 22，839 41，252 22，165 
463 4，730 23，532 49，112 48，495 

389 3，834 19，620 45，016 39，785 
1箱の入尾数は、小は19尾、 Pは31尾として換算

358 4，262 20，092 53，756 55，682 

1992年
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年
1998年
1999年
2000年

1，225，464 72 330，000 63，175 343，111 244，172 110，783 平均


